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どこまでも空高く舞い上がる連凧

第５０回苫前町凧あげ大会



広報とままえ　４月号　２頁

　2 月 23 日、実行委員会主催（苫前町・町教育委員会共催）のもと、第 50 回苫前
町凧あげ大会がとままえ温泉ふわっと周辺で開催され、町内外から約 1,000 名の来場
者で賑わった。ふわっとを会場にして開催されるのは 6 年振り。
　開会式では、大会長である福士町長と今副実行委員長の挨拶から始まり、参加者を
代表して明石蒼平さんと花井優来里さんが選手宣誓を行った。
　総勢 178 名、95 基の凧がエントリーされ、大人から子供まで、7 つの部門に分か
れて競技が行われた。干支にちなみ蛇やキャラクターのイラストなどが描かれた凧の
ほか、連凧や大凧が空高く舞い上がっていた。

親子の部 小学１・２年生の部 小学３・４年生の部 小学５・６年生の部
1位 嶋元 絵菜 / 香 川村 航生 瀧川 柊治 木村 優
2位 能登 譲司 / 孝貴 古林 環奈 森 若奈 小野寺 航太
3位 佐々木 颯大 / 歩純 佐々木 蓮月 上田 采弥 田中 花那
特別 逢坂 勇生 / 芹那 伊藤 紬 堀切 朝陽 堀切 太陽

中学・高校・一般の部 連凧の部 大凧の部
1位 シギト 川谷 英夫 豊饒太鼓保存会
2位 船木 他 苫前商業高校 豊饒太鼓保存会ジュニア
3位 ファドリ 近山 利春 －
特別 イスマイル 輪島 結俐 －

部門別の入賞結果部門別の入賞結果

第50回苫前町凧あげ大会第50回苫前町凧あげ大会



広報とままえ　４月号　３頁

　とままえ温泉ふわっと前では販売
コーナーが設けられ、苫前商業高校の

「TOMACAFĒ」のほか、丸や岡田商店
や星野水産による水産物や加工品が販
売されていた。
　また会場内では、モーモーみるく倶
楽部からホットミルクが無料で振舞わ
れ、参加者は競技中に冷えた体を温め
ていた。

雪中綱引き 2025 プレ大会雪中綱引き 2025 プレ大会
　凧あげ競技終了後、雪中綱引き 2025 プレ大会が行われ、豊饒太鼓保存会、ＴＳＢ、
丸や岡田商店、JAの 4チームが出場した。
　選手らは、観客の声援を受け、寒さにも負けず熱い戦いを繰り広げ、JAるもい苫前
支所青年部が優勝を勝ち取っていた。



第７２回苫前商業高等学校卒業式第７２回苫前商業高等学校卒業式

　卒業生の門出を祝うように青く晴れ渡った 3 月 1 日、苫前商業高校にて卒業式が挙行
され、卒業生１５名が３年間仲間と共に過ごした学び舎を巣立った。
　卒業生からは、入退場時や卒業証書を受け取る姿など、3 年間での著しい成長が感じ
られた。
　ホームルームでは、一人ひとりからクラスと保護者への感謝が伝えられ、その言葉に
涙を流す人もいた。また、感謝の気持ちとして担任の先生へ生徒から花束が贈られていた。

旅立ちの時 新たな道へ踏み出して旅立ちの時 新たな道へ踏み出して

　

　卒業生の皆さん、未来は自分で創れます。未来が不透明に感じる時こ
そ行動することが大切です。どんな時代であっても、自分で選び、学び
成長することでどんな変化にも対応できるはずです。
　今後は同窓会の一員とし、末永く母校と後輩を応援してくれることを
切に願っています。

　この先も様々な困難や壁がやってくると思いますが、苫商で学んだこ
とは、決して裏切りません。ここで学んだことを思い出し、新たな人生
を歩んでいきます。これまで、私たちを支えてくださった担任の先生を
はじめとする先生方、保護者の皆様、地域の皆様に改めて感謝を申し上
げます。

卒業生代表 髙橋 祐人

校 長 板野 成人

苫前町長 福士 敦朗
　苫前町は、いつまでも皆さんを見守り、いつまでも迎え入れる皆さんのふるさと
です。皆さんの未来が輝かしいものであることを心から願っています。どの様な道
を選んだとしても、自分らしく、自信を持って、前向きに進んで行ってください。
　ご活躍を心からお祈りいたします。

PTA 会長 高橋 純一
　皆さんには自分なりの夢を持ってほしいと思います。目指すべき夢という光があれ
ば、自分がどこに向かい何のために歩いているのかはもとより、道の途中の様々な景
色を楽しむこともできるでしょう。夢という灯を心に携え、焦らず一歩ずつ歩みを進
めていってください。

広報とままえ　４月号　４頁
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広報とままえ　４月号　６頁

まちのできごと
 

北
海
道
か
る
た
大
会

 

全
道
大
会
準
優
勝

　

２
月
16
日
に
札
幌
市
定
山
渓
で

開
催
さ
れ
た
「
第
28
回
北
海
道
子

ど
も
か
る
た
大
会
」（（
一
社
）
北

海
道
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
主
催
）

の
小
学
生
の
部
に
、
留
萌
管
内

を
代
表
し
て
出
場
し
た
苫
前
北
斗

チ
ー
ム
（
明
石
蒼
平
、
花
井
優
来

里
（
古
小
６
年
）、
小
野
寺
凍
季
也

（
古
小
５
年
）、
森
奈
緒
子
（
苫
小

６
年
）、
上
田
采
弥
（
古
小
４
年
））

の
５
名
が
準
優
勝
に
輝
き
、
本
町

で
は
平
成
14
年
度
の
優
勝
以
来
の

入
賞
を
果
た
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
苫
前
北
斗
カ
ル

 

全
商
検
定
１
級
３
種
目
以
上

 

合
格
者
ら
５
名
に
表
彰

　

２
月
28
日
、
全
国
商
業
高
等
学

校
協
会
の
各
検
定
１
級
を
３
年
生
の

髙
橋
祐
人
さ
ん
、
北
田
梨
花
子
さ
ん

（
６
種
目
）、
石
井
里
佳
さ
ん
（
４
種

目
）、
秋
山
美
海
さ
ん
（
３
種
目
）

の
４
名
が
取
得
し
た
。
さ
ら
に
、
林

裕
真
さ
ん
も
全
商
商
業
経
済
検
定
５

科
目
に
す
べ
て
合
格
し
た
と
し
て
、

全
商
協
会
か
ら
表
彰
状
が
送
ら
れ
、

卒
業
式
の
席
上
に
て
表
彰
さ
れ
た
。

　
生
徒
ら
は
「
様
々
な
検
定
を
取
得

す
る
こ
と
も
で
き
て
、
苫
商
に
入
っ

て
良
か
っ
た
」
な
ど
３
年
間
の
高
校

生
活
を
振
り
返
っ
て
い
た
。

タ
俱
楽
部
（
田
沢
收
会
長
）
の
協

力
に
よ
り
、
昨
年
11
月
よ
り
週
３

回
の
講
習
を
受
講
し
練
習
を
重
ね
、

１
月
18
日
に
苫
前
町
で
開
催
さ
れ

た
「
北
海
道
子
ど
も
か
る
た
大
会

留
萌
地
区
予
選
会
」
へ
出
場
し
優

勝
、
小
学
生
チ
ー
ム
は
２
年
ぶ
り

に
全
道
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し

た
。

　

全
道
大
会
で
は
各
地
の
予
選
を

勝
ち
進
ん
だ
16
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。
１
回
戦
の
余
市
町

を
皮
切
り
に
、
新
ひ
だ
か
町
、
幌

延
町
を
破
り
、
決
勝
戦
は
鶴
居
村

と
の
対
戦
と
な
っ
た
が
、
僅
差
で

敗
れ
準
優
勝
と
な
っ
た
。

 

苫
前
北
斗　
「
北
海
道
子
ど
も

か
る
た
大
会
」
準
優
勝
報
告
会

　
「
北
海
道
子
ど
も
か
る
た
大
会
」

に
お
い
て
準
優
勝
を
収
め
た
「
苫

前
北
斗
」
が
２
月
27
日
、
福
士
町

長
の
下
を
訪
れ
、
報
告
を
行
っ
た
。

　

選
手
か
ら
は
「
前
回
の
大
会
で

は
、
悔
し
い
結
果
で
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
今
回
の
大
会
で
準

優
勝
と
い
う
結
果
を
残
せ
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
」
な
ど
、
一
人
ひ
と

り
か
ら
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
全
員

が
喜
び
の
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

　

報
告
を
受
け
、
福
士
町
長
か
ら

は
労
い
の
声
と
共
に
、
今
後
北
部

北
海
道
大
会
へ
の
出
場
を
予
定
し

て
い
る
選
手
へ
エ
ー
ル
も
送
ら
れ

た
。



広報とままえ　４月号　７頁

 

苫
前
商
業
高
校　
雪
ま
つ
り

　

苫
前
商
業
高
校
と
町
商
工
会
青

年
部
が
主
催
す
る
「
雪
ま
つ
り
」

が
２
月
21
日
に
苫
商
校
舎
前
で
開

催
さ
れ
た
。

　

く
ま
だ
と
ま
お
君
や
熊
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
か
た
ど
っ
た
雪
像
が

お
披
露
目
さ
れ
た
他
、
未
就
学
児

を
対
象
と
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
、
子
ど
も
達
の
元
気
な

声
が
響
き
渡
り
会
場
は
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
た
。

　
ま
た
、
普
段
「TO

M
AC

A
FĒ

」

で
販
売
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
や

コ
ー
ン
ス
ー
プ
な
ど
４
種
の
ホ
ッ

ト
ド
リ
ン
ク
が
無
償
提
供
さ
れ
て

い
た
。

 

苫
前
駐
在
所
の
目
黒
所
長

 

絵
手
紙
で
安
全
啓
発

　

羽
幌
警
察
署
苫
前
駐
在
所
の
目

黒
正
人
所
長
が
本
年
度
の
「
道
民

の
警
察
職
員
表
彰
」
を
受
け
た
報

告
に
、
２
月
21
日
、
酒
谷
唯
之
署

長
と
共
に
福
士
町
長
を
訪
れ
た
。

　

今
年
は
、
北
海
道
警
察
官
友
の

会
連
合
会
に
よ
っ
て
全
道
か
ら
10

名
が
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

　

目
黒
所
長
は
、
絵
手
紙
を
活
用

し
て
安
全
啓
発
な
ど
を
行
っ
た
こ

と
か
ら
、
地
域
に
溶
け
込
み
、
地

域
の
安
全
と
平
穏
の
確
保
に
努
め

た
事
が
高
く
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ

た
。

 

地
域
社
会
貢
献
感
謝
状
贈
呈
式

　

子
供
用
の
遊
び
場
と
し
て
、
雪

の
滑
り
台
を
造
成
し
て
頂
い
た
１

企
業
体
と
、
高
齢
者
向
け
町
営
住

宅
の
除
雪
作
業
を
実
施
し
て
頂
い

た
３
社
へ
、
２
月
27
日
、
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

◇
橋
場
・
白
鳥
経
常
建
設
共
同

企
業
体

　
カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル
で
使
用

す
る
雪
の
滑
り
台
の
造
成

◇
苫
前
建
設
工
業
（
株
）

◇
協
和
建
設
（
株
）

◇
（
株
）
大
川
重
機

　
高
齢
者
向
け
町
営
住
宅
の
除
雪

作
業

 

令
和
６
年
度
第
２
回
空
家
等
対

策
推
進
協
議
会
を
開
会

　

２
月
27
日
、
令
和
６
年
度
第
２

回
目
と
な
る
空
家
等
対
策
推
進
協

議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

町
は
「
空
家
特
措
法
」
の
改
正

に
伴
い
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

町
内
の
空
家
実
態
調
査
や
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
な
ど
の
施
策
を

予
定
し
て
い
る
。

　

協
議
会
で
は
、
実
施
予
定
の
施

策
を
含
め
、
今
後
の
空
家
対
策
に

関
し
て
担
当
者
か
ら
説
明
の
後
、

会
員
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

今
後
は
、
空
家
対
策
実
施
計
画

等
を
令
和
７
年
度
に
策
定
し
、
施

策
に
移
し
て
い
く
考
え
。



 
道
新
杯
雪
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

 
王
座
決
定
戦

　

第
８
回
道
新
杯
雪
中
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
王
座
決
定
戦
が
３
月
２
日

に
町
野
球
場
に
て
開
催
さ
れ
、
管

内
市
町
村
の
ほ
か
、
名
寄
市
な
ど

か
ら
全
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　

冷
た
く
強
い
風
が
吹
く
中
で
の

試
合
は
、
力
強
く
放
た
れ
た
打
球

を
捕
球
し
に
行
く
も
、
雪
に
足
を

取
ら
れ
て
上
手
く
動
け
な
い
選
手

な
ど
、
雪
上
な
ら
で
は
の
プ
レ
ー

に
、
会
場
で
は
、
笑
い
と
応
援
の

声
が
響
い
て
い
た
。

 
松
原
幸
博
氏 

北
海
道
産
業
貢
献

賞
を
受
賞

　

元
苫
前
町
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長
の
松
原
幸
博
さ
ん
が
、

「
北
海
道
産
業
貢
献
賞
（
農
業
関
係

功
労
者
）」
を
受
賞
さ
れ
、
３
月
３

日
に
福
士
町
長
へ
報
告
に
訪
れ
た
。

　

松
原
さ
ん
は
、
平
成
13
年
か
ら

組
合
監
事
を
務
め
、
約
14
年
間
に

わ
た
り
組
合
長
と
し
て
、
苫
前
町

農
業
の
発
展
と
安
定
的
な
農
協
経

営
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

松
原
さ
ん
は
「
大
変
な
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
周
囲
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
も
あ
り
、
助
け
ら
れ
た
」
と
こ

れ
ま
で
を
思
い
返
し
な
が
ら
話
し

て
い
た
。

 

苫
前
こ
ど
も
園 

ひ
な
ま
つ
り

　

３
月
３
日
、
認
定
苫
前
こ
ど
も

園
で
ひ
な
祭
り
が
行
わ
れ
た
。　
　

　

ホ
ー
ル
に
雛
人
形
が
飾
ら
れ
る

な
ど
、
楽
し
気
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
た
。
園
児
た
ち
に
は
、
お

茶
請
け
と
抹
茶
が
振
舞
わ
れ
、
こ

れ
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
抹

茶
の
味
に
、
顔
を
し
か
め
る
園
児

も
多
く
い
た
ほ
か
、
甘
い
お
菓
子

に
園
児
の
表
情
に
は
笑
顔
が
溢
れ

て
い
た
。

 

バ
ル
シ
ュ
ー
レ
体
験
会

　
「
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
指
導
者
Ａ
級
」

の
資
格
を
持
つ
（
一
社
）
Ｓ
Ｌ
Ｄ

Ｉ
の
辻
本
智
也
さ
ん
を
指
導
者
に
、

３
月
９
日
、
小
学
生
を
対
象
に
バ

ル
シ
ュ
ー
レ
体
験
会
が
行
わ
れ
た
。

　
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
と
は
、「
自
由
に

プ
レ
ー
さ
せ
る
」「
習
う
前
に
や
っ

て
み
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ボ
ー

ル
を
使
用
し
た
様
々
な
ゲ
ー
ム
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
運
動
機
能
を

は
じ
め
様
々
な
能
力
を
育
む
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
こ
と
。

　

子
ど
も
達
は
、
指
導
者
に
従
っ

て
、
楽
し
そ
う
に
ボ
ー
ル
を
使
っ

て
体
を
動
か
し
て
い
た
。

まちのできごと

広報とままえ　４月号　８頁



令和６年度苫前町スポーツ協会令和６年度苫前町スポーツ協会
スポーツ表彰式 スポーツ研修会スポーツ表彰式 スポーツ研修会

　
３
月
９
日
、
と
ま
ま
え
温

泉
ふ
わ
っ
と
に
て
、町
ス
ポ
ー

ツ
協
会
（
古
村
育
夫
会
長
）

に
よ
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

個
人
９
名
３
団
体
が
表
彰
さ

れ
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
山
口

太
雅
さ
ん
が
「
今
後
も
ラ
グ

ビ
ー
で
得
た
経
験
を
活
か
し
、

仲
間
を
大
切
に
し
な
が
ら
新

た
な
挑
戦
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
」
と
謝
辞
を
述

べ
て
い
た
。

　
式
終
了
後
に
は
、（
一
社
）

Ｓ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
の
辻
本
講
師
か
ら
、

バ
ル
シ
ュ
ー
レ
を
絡
め
た「
幼

少
期
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
指

導
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
つ

い
て
講
習
が
行
わ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

苫
前
町
剣
道
連
盟

個
人　
大
矢
根 

璃
空

個
人　
小
野
寺 

龍
太

個
人　
後
藤　

 

皓
斗

団
体　
苫
前
町
剣
道
連
盟

団
体　
苫
前
中
学
校
剣
道
部

苫
前
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

個
人　
北
村 
雁
菜

個
人　
桧
森 

大
志
郎

個
人　
山
口 

太
雅

　
　
　
天
谷 

瞭
助

　
　
　
佐
井 

曖
来

　
　
（
北
海
道
羽
幌
高
等
学
校

　
　

 

ラ
グ
ビ
ー
部
）

個
人　
大
西 

遥
斗

団
体　
苫
前
町
デ
ィ
ス
ク
フ
レ

　
　
　
ク
ト
チ
ー
ム

受
賞
者
は
左
記
の
と
お
り

　（
敬
称
略
）

　

参
加
者
は
、
バ
ル
シ
ュ
ー

レ
が
子
ど
も
の
成
長
に
与
え

る
影
響
等
に
つ
い
て
学
ん
で

い
た
。

　
令
和
5
年
６
月
に
道
庁
よ
り
派
遣
さ

れ
た
北
平
菜
々
子
さ
ん
が
苫
前
町
で
の

１
年
10
か
月
の
任
期
を
終
え
次
の
任
務

地
に
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
北
平
さ
ん
は
総
合
政
策
室
で
脱
炭

素
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
、
地
方
創
生
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
ざ
ま
ざ
な
場
面
で
活
躍
し
て
く

れ
た
。

　
更
に
は
、
町
内
の
若
手
生
産
者
た
ち

と
共
にYouTube

に
出
演
し
、
タ
コ

漁
や
か
ぼ
ち
ゃ
団
子
づ
く
り
な
ど
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
動
画
で
は
、
彼
女

の
飾
ら
な
い
笑
顔
で
苫
前
町
の
魅
力
を

伝
え
て
い
る
。

　
次
の
任
務
地
は
北
海
道
庁
留
萌
振
興

局
。
彼
女
の
一
層
の
飛
躍
を
期
待
し
た

い
。

～～  

北
平
さ
ん
よ
り

北
平
さ
ん
よ
り

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

    

メ
ッ
セ
ー
ジ

メ
ッ
セ
ー
ジ  

～～

北
平
さ
ん
次
の
任
務
地
へ

北
平
さ
ん
次
の
任
務
地
へ

若
手
生
産
者
た
ち
と
共
に
体
当
た
り
で
挑

ん
だYouTube

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
苫
前
町
へ
赴
任
し
て
1
年
10
か

月
が
経
ち
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う

間
の
よ
う
で
し
た
が
、
振
り
返
る

と
苫
前
町
で
し
か
で
き
な
い
た
く

さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

も
ち
ろ
ん
仕
事
で
も
、
町
の
皆
さ

ん
に
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
今
後
は
苫
前
町
の
関
係
人
口
の

一
人
と
し
て
何
か
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
苫
前
町

が
大
好
き
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

←
ふるさと苫前で
集まろう！
in 東京

→
ふるさと苫前で

集まろう！
in 札幌

←
移住交流フェア

広報とままえ　４月号　９頁
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健康ばんざい

４

お問合せ先：　苫前町保健福祉課保健係　（電話 0164-64-2215）

＊ 9 月の検診は、特定健康診査・肝炎ｳｲﾙｽ検診・ｴｷﾉｺｯｸｽ症検診と同時に受診できます。

＊苫前町国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者については、一部を除き無料です。
（肺がん検診喀痰検査、子宮がん検診体部検査・HPV・超音波はそれぞれ 500 円～ 1,000 円の加算）

検診日 会場 受付時間 胃 肺 大腸 乳 子宮 予約受付期間

4 月１２日（土） 苫前地区
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

各日午前
6:00 ～
9:00

定員超過時
時間延長

あり

〇 〇 〇 令和 7 年２月より
チラシを配布し、

3 月 11 日に
終了しました。4 月１3日（日） 公民館 〇 〇 〇

９月27日（土） 苫前地区
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 〇 〇 〇

7 月 22 日～ 9 月 1 日まで
９月２８日（日） 公民館 〇 〇 〇

１２月 2 日（火） 公民館 8:30 ～
14:15 〇 〇 9 月 24 日～ 11 月 5 日まで

項目 受診間隔 対象者 検査方法
検診料金（自己負担額）

一般 65歳以上 70歳以上

胃 年 1 回 30歳以上 胃部バリウム検査 1,000 円

肺 年 1 回
40歳以上 胸部 X 線撮影 500 円 無料

ｵﾌﾟｼｮﾝ条件該当者 喀痰細胞診 1,000 円

大腸 年 1 回 40歳以上 便潜血反応検査 1,000 円 500 円

乳 2 年に 1 回 40歳以上の女性
マンモグラフィー

（40～49歳は 2 方向撮影、
50歳以上は 1 方向撮影）

1,000 円

子宮 2 年に 1 回

20歳以上の女性 子宮頸部細胞診 1,000 円
ｵﾌﾟｼｮﾝ条件該当者 体部検査 1,000 円

ｵﾌﾟｼｮﾝ25～60歳 HPV 1,000 円
ｵﾌﾟｼｮﾝ希望者 超音波 500 円

令和７年度　がん検診のご案内令和７年度　がん検診のご案内
◎広報とままえ４月号に折り込みの「苫前町保健予防事業一覧」にも掲載しています

保健係からのお知らせ～ 18 歳以下のお子さまがいる保護者の皆様へ～

〇　対象・費用　○　　
＊令和 8 年 3 月 31 日までに下記の年齢に達する苫前町民の方

　各種がんの早期発見・早期治療などを目的とし検診を実施しますので、ご自身の健康チェッ
クのため、ぜひ受診しましょう。
　町の集団検診は、受診料の補助が受けられるため、それぞれ お得に受診 できます。
　検診のご予約（申込期間あり）や詳細は、下記までお問い合わせください。

感染症から身を守るために、予防接種を受けましょう。予防接種には、年齢や接種
できる期間など条件があります。今一度、お子様の母子手帳をご覧の上、受けそび
れているワクチンがないか確認し、接種をお願いします。

令和７年度　がん検診のご案内
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国民健康保険ガイド

４

　町では今年度も特定健康診査 ( 特定健診 ) を行います。「特定健診」とは、厚生労働省によ
り平成２０年４月から実施が義務付けられた内臓脂肪型肥満に着目した健康診査です。
　集団健診は下記の日程で実施しますので、積極的に受診してこれからの健康管理に役立て
ましょう。

集団健診は、実施日の２ヶ月前を目途に各戸配布チラシでご案内しますので保健福祉課保健係
( ０１６４－６４－２２１５) までお申し込みください。
※上記日程で都合の悪い方は、苫前厚生クリニック、苫前クリニック、北海道立羽幌病院の
いずれかの医療機関で個別健診を受けましょう。

　苫前町の国民健康保険又は後期高齢者医療に加入している方へ、人間ドック受診に係る経
費の一部を助成する事業を行っています。ご自身の健康確認や病気の早期発見のため積極的
に受診しましょう。 

特定健診について

人間ドック受診費用助成について

実施日 場　所 受付時間 注意事項

６月１４日（土） 苫前町公民館

午前６時～午前９時
までの間で個別に

受付時間を設けます。

※待ち時間が短くなる
よう事前に時間を決め
てお呼びしています。
※検査当日は朝食をと
らずにお越しください。

９月２７日（土） 苫前地区
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

９月２８日（日） 苫前町公民館

対象者 30歳以上の苫前町の国民健康保険 又は後期高齢者医療の被保険者

助成額 １５，０００円
受診にかかった費用が 15,000円に満たない時は、実際の受診費用額まで

助成回数 毎年度１回のみ

助成条件 ・年度内に特定健診を受診していないこと
・保険料の滞納がないこと

申請に
必要なもの

・マイナ保険証（マイナポータルの健康保険証の画面提示）
　※資格確認書または資格情報のお知らせも可。
　　紙の保険証の場合は有効期限内 (7 月 31 日まで ) のものは可。
・印鑑
・人間ドックの受診結果及び問診票（写し）
・人間ドックの受診費用の領収書（写し）

お問合せ　　苫前町　住民生活課　住民係　TEL：０１６４－６４－２２１３
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地域包括ケアだより
苫前町地域包括支援センターについて

お問合せ　苫前町地域包括支援センター（保健福祉課）☎ 0164-64-2215

○介護予防・生活支援サービス事業
（「要支援１、２」の方、「基本チェッ
クリスト」で生活機能の低下が見ら
れた方）
・訪問型
　→訪問介護（ヘルパーの訪問）
・通所型
　→生きがいデイサービス、
　　元気いきいき教室　　など

○一般介護予防事業
（65歳以上のすべての方）
・介護予防普及啓発事業
　→寿いきいき教室、
　　ふれあい倶楽部
・地域介護予防活動支援事業
　→すまいる塾、
　　まちなかサロン
・地域リハビリテーション活動支援事業
　→訪問リハビリ　　など

○その他の任意事業
・オレンジカフェとままえ
　（認知症カフェ）
・にこにこタクシー
・除雪サービス
・ 排雪サービス　など

　高齢者等の暮らしを地域でサポートするための
拠点です。
　自分自身や家族に介護が必要になったとき、ど
んな手続きや準備が必要になるのか・・・
　そうした介護等に関する悩みを一番初めに相
談できる場所です。

　相談対象は、要介護認定の有無などの制限
はなく、本人や家族はもちろん、地域住民からの
相談も幅広く受け付けています。
　センターでは、「３職種」と言われる、保健師
や社会福祉士、主任介護支援専門員などの専
門的な知識を持つ職員が中心となり、総合的な
支援を行っています。

地域包括支援センターってなに？

地域包括支援センターの４つの役割

　生活上の困りごとに対して、
総合的な相談を受け付けてい
ます。
　医療や福祉など、地域内に
ある様々な社会資源を活用し、
介護保険制度などの垣根を超
えて適切なサービスに結びつ
ける役割を担っています。

１．総合的な相談窓口
　高齢者に対する詐欺や悪徳商法など
の消費者被害への対応のほか、虐待
の早期発見や防止などに努めています。
　また、認知症などにより、金銭管理
や法律上の手続き、介護保険などの
サービス契約などが難しくなってきたと
き、成年後見制度などの各種支援制度
について助言を行っています。

　地域の課題解決のための
能力や技術を持つ「主任介
護支援専門員」を中心に、
地域のケアマネジャーへの指
導や高齢者等が住み慣れた
地域で暮らし続けることがで
きるよう、ケアマネジメントを
行っています。

　要支援の方、要支援・要介護状態になる可能性が高い方に介護予防の支援を行っています。
　適切な介護予防サービスが利用できるよう、一緒に話し合いながら介護予防ケアプランを作成し、自立し
た日常生活が送られるようサポートします。

２．権利擁護 ３．ケアマネジャーへの支援

４．介護予防マネジメント

みなさんが安心して「いきいき」暮らすことができるよう、
サポートします！お気軽にご相談ください。

広報とままえ　４月号　12 頁
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国民年金

●電子版「年金定期便」　　　　　
●年金支払通知書
●年金振込通知書　　　　　　　　
●年金決定通知書・支払額変更通知書
●公的年金等の源泉徴収票　　　　
●年金額改定通知書
●社会保険料（国民年金保険料）
   控除証明書

「ねんきんネット」は、スマートフォン等から

ご自身の年金情報を手軽に確認できるサービスです！

「ねんきん定期便」や
各種通知書の確認

　月別の年金記録や国民
年金・厚生年金の加入状
況など、ご自身の年金記
録を一目で確認できます。

　ご自身でさまざまな条
件を設定することで、将
来受け取る老齢年金の見
込額を試算できます。

「ねんきんネット」では
こんなことができます

　年金事務所や金融機関等
の窓口に出向くことなく、ど
こからでも国民年金保険料
口座振替の申請手続きを完
了できます。

「マイナポータル」と「ねんきんネット」を
連携してさらに便利に！

　 社 会 保 険 料（国 民 年 金
保険料）控除証明書・公的
年金等の源泉徴収票の電
子データをマイナポータルの

「お知らせ」で受け取れます。

　氏名、住所等があらかじ
め入力され、年金を受け取っ
ている方の扶養親族等申告
書が、オンラインで簡単に
提出できます。

お問合せ：　苫前町住民生活課　0164-64-2213　　留萌年金事務所　0164-43-7211

将来の年金見込額の
試算

ご自身の年金記録の
確認

扶養親族等申告書の       
 申請

確定申告・年末調整に
必要な書類の電子送付

　

国民年金保険料口座
振替の申出

利用登録は

マイナポータルからがとっても簡単！

 https://myna.go.jp

詳しくは

日本年金機構 へ
https://www.nenkin.go.jp/n_net/
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社協ニュース社協ニュース

除雪ボランティア活動
　2 月 2 日、苫前消防団・古丹別消防団の定期訓練に併せて、
苫前地区・力昼地区・古丹別地区の高齢者宅を対象に避難
経路確保を目的とした除雪ボランティア活動が行われまし
た。実際に１人では避難が困難な方も多く、災害へ備える
ことができました。　
　2 月 14 日、苫前商業高等学校（板野成人校長）の除雪
ボランティア活動が行われました。恒例となった同校の活
動ですが、21 人の生徒がグループ毎に分かれて、事前に
社協で調整した高齢者住宅の除雪箇所を、先生方と一緒に
除雪作業を行いました。住宅の横や裏手、窓付近の雪を取
り除き、高齢者の皆さんの冬期間の生活に大きな助けと安
心になりました。
　2 月 15 日、苫前中学校（佐藤美智子校長）の除雪ボラ
ンティア活動が行われました。生徒 1 名、教職員 1 名に
参加していただくことができ、苫前地区 2 軒の高齢者宅の
除雪を行い、高齢者の助けとなりました。

町老人クラブ連合会新年交流会
　1 月 28 日、苫前町老人クラブ連合会主催で新年交流会を開
催し 39 名の参加がありました。
　レクサポ・マツハシの松橋秀和さんをお迎えして、昔懐か
しい歌や童謡の演奏、歌体操などのレクリエーションを楽し
んでいただき、参加者も一緒に大合唱するなど大変盛り上が
りました。
　また、古丹別駐在所の竹沢巡査部長、羽幌警察署署員 2 名
より特殊詐欺被害への注意喚起、闇バイトについてのお話や、
苫前町役場住民生活課の阿部主任主事よりマイナ保険証についての説明をしていただき有意
義な時間を過ごすことが出来ました。

ほ ほ え みほ ほ え み
とままえ社協だより

社会福祉法人苫前町社会福祉協議会　苫前郡苫前町字旭 37 番地の 1　苫前地区コミュニティセンター内
☎：0164-64-2387　FAX：0164-64-9090　HP: https://www.protech-web.co.jp/homepage/tomamae

この広報は、赤い羽根共同募金の助成に
より発行されています。

町内の介護施設へタオルを贈呈しました
　2 月に、昨年、留萌地区郵便局長夫人会様より寄贈
していただいたタオル 140 枚を町内の介護施設へ贈
呈しました。
　日頃の感謝を込めて、特別養護老人ホーム苫前幸寿
園、グループホーム優芽、介護付き有料老人ホーム陽
光へ贈呈し、大変喜ばれました。



広報とままえ　４月号　15 頁広報とままえ　４月号　15 頁

お知らせお知らせ

　社協が事務局を受託している下記の団体では、随時会員を募集しています。ご興味を
いただけましたら、お気軽にお問い合わせください。
◎老人クラブ
　町内の各地区に老人クラブがあり、それぞれ特色のある活動をされています。加入可
能な年齢も、各クラブで違いがあります。社協では、苫前町老人クラブ連合会の事務局
を担っていますので、お住まいの地区の老人クラブ活動について、紹介させていただき
ます。
　会費は各クラブにより異なり、免除制度があるクラブもあります。
◎苫前町身体障がい者福祉協会
　身体に障がいをお持ちの方、その保護者の方や介護者の方を会員としています。また、
障がいをお持ちでない方でも、会の趣旨に賛同いただける場合は、賛助会員として加入
することができます。
　会員の親睦を目的に、さくらまつりでのお花見や、くだもの狩りなどの行事を行って
います。
　会費（年額）は、正会員 1,500 円、賛助会員 1,000 円です。
◎苫前町遺族会
　戦没者の遺族を会員としています。また、会の趣旨に賛同いただける場合も、賛助会
員として加入することができます。
　戦没者の慰霊と会員の親睦を目的に、招魂祭の開催や、北海道護国神社への参拝など
の行事を行っています。
　会費（年額）は、正会員 3,000 円、賛助会員 1,000 円です。

団体会員を募集しています！団体会員を募集しています！

赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございます赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございます
　令和 6 年 10 月から取り組んでまいりました「赤い羽根共同募金」と 12 月に実施し
た「歳末たすけあい運動」に、町民の皆様から多くの募金をお寄せいただきました。ご
協力いただいた皆様に、改めて感謝申し上げます。
　募金は、北海道共同募金会を通じて福祉施設・福祉団体等の支援のために活用されま
すが、その多くは町内に還元されています。なお、令和 7 年度の町内の助成事業の公
募は既に終了し、北海道共同募金会へ申請中です。

区分 実績額（円）
 戸別募金（町内会） 631,200
 法人募金 203,000
 学校募金 18,647
 職域募金 8,690
 興行募金 12,976
 グッズ頒布金等 161,865
 募金総額 1,036,378

◎赤い羽根共同募金運動
区分 実績額（円）

 戸別募金（町内会） 315,600
 法人募金 25,161
 学校募金 0
 職域募金 20,131
 イベント募金 13,199
 その他の募金 22,694
 募金総額 396,785

◎歳末たすけあい運動



学びの広場
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　Information　　　　　　　　　　　　住まいる情報

～申し込み・お問い合わせはこちらまで～

苫　前　町　公　民　館苫　前　町　公　民　館
☎  0164-65-4076　FAX  0164-65-3220

　 Email　shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp

スポーツ安全保険のお知らせ ( 令和７年度分 )
スポーツ安全保険は、スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動、レクリエーション

活動などを行う町内の団体に所属している子どもや大人を対象とし、団体活動中や活動のための経路
往復中に起きた傷害事故・損害賠償事故を補償する制度です。随時加入受付を行っておりますので手
続きをお願いします。
○保険期間：令和７年４月１日～令和８年３月３１日　※加入手続日の翌日から有効
○年間掛金

苫前町公民館図書室新刊のお知らせ

加入区分 掛金
子ども ( 中学生以下、団体活動のみ ) ８００円
子どもワイド（個人活動も対象） １, ４５０円

大人のスポーツ活動 （６４歳以下） １, ８５０円
（６５歳以上） １, ２００円

大人（文化・ボランティア・地域活動等） ８００円

大人ワイド（個人活動も対象） （６４歳以下） ４, ８５０円
（６５歳以上） ５, ０００円

◇上記掛金の他、振込手数料を負担していただきます。
掛金の振込金額　５０, ０００円未満・・・・１４０円
　　　　　　　　５０, ０００円以上・・・・３６０円

※苫前町公民館及び苫前町役場
（２階子ども教育課）で随時受付
しています。

・まんが１０歳までに覚えて差がつく 言葉大辞典１０７０／卯月 啓子
・世界の国旗「つながり」図鑑 ぜ～んぶおぼえちゃおう／吹浦 忠正
・あぶないばしょはどっち？遊んで学べる防犯絵本／小宮 信夫
・宇宙への秘密の鍵／ルーシー＆スティーヴン ホーキング
・たくさんのたくさんのたくさんのひつじ／のはな はるか
・えほんのしゅやくはなにたろう？／おおの こうへい
・生きてるってどういうこと？／谷川 俊太郎
・きりぎりすくん／アーノルド・ローベル
・ひとあし ひとあし／レオ＝レオニ
・こどもかいぎ／北村 裕花

・境界線／中山 七里　
・一線の湖／砥上 裕將　
・ゆびさきに魔法／三浦 しをん
・飾る・贈る・装う 花を結ぶ水引細工／田中 杏奈
・非認知能力が育つ ３～６歳児あそび図鑑／原坂 一郎
・心を伝える、すぐに役立つ 手紙・はがき・一筆箋の書き方マナー大全／杉本 祐子

図書室の利用について

  公民館図書室はこれまで月曜日が休館日

でしたが、昨年より休館日を廃止しました

ので、蔵書点検、年末年始以外は通年で開

館しております。

  図書室では読書を楽しむことはもちろん、

自主学習や仕事など自分の好きな過ごし方

で利用することもできます。

 Ｗｉ－Ｆｉも利用いただけますので、  

    ぜひお気軽にお越しください。

【児童書】

【一般書】

待ってるワン
！
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　Information　　　　　　　　　　　　住まいる情報

町内予定
4 月
 １日（火）認定苫前こども園入園式　　７日（月）町内小中学校入学式　　　　　  
 ２日（水）認定古丹別こども園入園式　８日（火）苫前商業高校入学式

令和 7 年度予備自衛官補（一般公募・技能公募）試験
●　自衛官としての経験がなくても予備自衛官になれる予備自衛官補を募集中　
　です。
●　予備自衛官補は、一般公募で採用された方は３年以内に 50 日間、技能公募　
　で採用された方は２年以内に 10 日間の教育訓練を受け、教育訓練終了後予備
自衛官になります。
●　手当：教育訓練招集手当　日額 8,900 円
●　応募資格
　〇　一般公募：18 歳以上 52 歳未満の者（定数約 110 名）
　〇　技能公募：18 歳以上であって下記の国家免許資格等を有する者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（定数約 30 名）
　　　保育士・薬剤師・臨床心理士・語学、自動車整備士・基本情報技術者・
　　　総合無線通信士・電気主任技術者・建築士・測量士・土木施工管理技士・
　　　放射線取扱主任者・弁護士・司法書士・遺体衛生保全士・１～５級海技
　　　士等（細部はお問い合わせ下さい）
●　受付期間　
　　第１回：令和７年１月 22 日（水）～４月  8 日（火）（締切日必着）
      第２回：令和７年５月 24 日（土）～９月 11 日（木）（同上）

●　試験期日　
　　第１回：令和７年４月６日（日）～４月 20 日（日）（いずれか１日を指定）
　　第２回：令和７年９月 13 日（土）～９月 29 日（月）（同上）

●　試験種目：
　　筆記試験、適性検査、口述試験、身体検査
　　筆記試験及び適正検査はパソコン、スマートフォン等を用いたＷＥＢ試験

　　　（予定）
●　お問合せ先：
　　　自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所　０１６４－４２－４６５０
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水道使用料基本料金免除のご案内
　物価高騰の影響を受けている住民・事業者の皆様の負担を軽減するため、

令和７年4月～7月分の水道使用料基本料金を免除
いたします。

○対象者：苫前町水道契約者（官公署を除く）
○手続き：手続きの必要はありません。
○その他：令和 7 年 4 月～ 7 月分の水道料金の徴収につきましては、
　　　　　基本料金を免除した金額で徴収させていただきます。

【お問合せ　苫前町建設課　☎ 0164-64-2315】

とままえ夕陽ヶ丘オートキャンプ場
ＬＩＮＥ予約を開始

　昨シーズンまで電話で受け付けてきました当キャンプ場の予約について、お客
様のニーズや利便性を向上させるため、令和 7 年 4 月 1 日か
ら「苫前町公式 LINE」で受け付けることとしました。
　ご予約には「苫前町公式 LINE」のお友達登録が必要となり
ますので、お手持ちのスマートフォンにて LINE をインストー
ル後、右の QR コードからお友達登録をお願いします。

　ご予約内容の確認は質問形式にてご回答いただき、簡単にご予約いただけます。
詳しくは苫前町ホームページ「とままえ夕陽ヶ丘オートキャンプ場」をご覧くだ
さい。
　ご予約は 90 日先まで可能で、24 時間受付可能となってい
ます。
　右の QR コードからご覧いただけます。

～お問合せはこちらまで～
苫前町商工労働観光課　☎ 0164-64-2212

LINE QR コード

町 HP QR コード

※「QR コード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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皮膚科　外来日は
 ４月９日（水）
午前
 診療時間　  8：30 ～ 12：00
 受付時間　  8：00 ～ 11：30
午後
 診療時間　13：30 ～ 15：00
 受付時間　13：00 ～ 14：30

管理栄養士による
「今日からあらためる食事療法・なん
でも相談」
日程：５月２１日（水）

※
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予約制です。
ご希望の方は電話でお気軽に
おたずねください。

ＪＡ北海道厚生連　苫前厚生クリニック（☎ 0164-65-3535）

ＪＡ北海道厚生連　苫前厚生クリニックよりお知らせ
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父  
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母  

茉
衣

出 生 日
1/29

苫
前

前川　菫
すみれ

　　  （１）
４月 18 日生まれ

いっぱい笑って、毎日
元気に成長してね ^_^

「我が家の宝物」「我が家の宝物」
ちゃん

父 祥希／母 日奈

我が家の宝物我が家の宝物
大募集大募集‼‼

町民の皆さんが思わず笑顔になる元気なお子
さんの写真を募集しています。
対象：1～6歳の未就学児
写真・名前・年齢・誕生日・子どもへのメッセー
ジを添えて下の QR コードからふるってご応
募ください。
お待ちしています！
応募は、誕生月の前々月の末日までにお願い
します！

町公式ライン グーグルフォーム

整形疾患の診療を中止いたします
　苫前厚生クリニックでは、内科と皮膚科（月 1 回）の診療
を行っており、整形疾患については、出来る限り対応してき
ましたが、諸般の事情により、令和 7年 4月 1日から、
整形疾患の受け入れを中止いたします。
　ご承知おきくださいますよう、よろしくお願いいたします。



 
４月　町 税 の 納 期 ４月　町 税 の 納 期 

軽 自 動 車 税軽 自 動 車 税
の納付月です。

納期内の納付にご協力をお願いします。

発行：北海道苫前町　／　編集：総合政策室総合政策係

苫前町の交通事故情報苫前町の交通事故情報
令和７年２月の事故情報

交通事故死ゼロ日数
２ 月 28 日 現 在1 3 2 7 日

風力発電の売電状況風力発電の売電状況（町営風車「風来望」）（町営風車「風来望」）
令和７年２月分の実績

供給電力量　  　  　供給電力量　  　  　
　623,520kWh　623,520kWh
  12,345,696 円  12,345,696 円

ま ち の 人 口ま ち の 人 口
　男　　1,307 人　（+ ８）
　女　　1,360 人　（±０）
合　計　2,667 人　（+ ８）
世　帯　1,437 戸　（+ ９）

（前月比）
（２月 28 日現在）（２月 28 日現在）

発 生
件 数 0件

死
者
数 0件

負傷
者数 0件

小学生ギャラリー  古丹別小学校

「木の下のたから」
平田 結

ゆ あ
愛　４年

りんごに見えるように彫
る方向に気を付けて彫り
ました。

野村 杏
あんず

　４年
「木のねっこ」
木の模様を彫刻刀でうま
く再現できました。
また、木のねっこの形を
上手く作ることができま
した。

小野寺 凍
と き や

季也　５年 立松 みのり　５年
「野良のきじ猫」「不機嫌なチーター」

背景を黒と赤の曲線にす
ることで、不機嫌に見え
るようにしました。

毛のはえ方にそってけず
り方を変えるよう工夫し
ました。

能登 梨
り り か

々香　６年鈴木 聖
せ い あ

彩　６年
「黄金の鮭」
背景の点々や鱗の大小を
表現できるよう工夫しま
した。

「きつねの夜」
彫るときは線を細く彫る
ことを意識しました。
場所によって色の濃さを
変えることを工夫しまし
た。


